
JP 4296492 B2 2009.7.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジスタであって、入力信号と前記入力信
号の反転信号とを入力し、前記入力信号をクロックでラッチした出力信号と前記出力信号
の反転信号とを出力するラッチ回路であって、
　前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力する第２の系統
とを有し、
　前記第１の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記出力信号を入力する第１の直列回路と、
　前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる第１のインバータ回路とを少なくとも
有し、
　前記第２の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号の反転信号を入力すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する
第２の直列回路と、
　前記第２の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号を出力する１組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、
　前記第１のインバータ回路は、
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　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列回路の接続
中点を接続し、
　前記第２のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続
中点を接続する
　ラッチ回路。
【請求項２】
　前記第１の系統は、
　前記第１のインバータ回路の出力信号を一方のトランジスタのゲートに入力し、前記第
２のインバータ回路の出力信号を他方のトランジスタのゲートに入力し、前記出力信号を
出力する１組のトランジスタによる第３のインバータ回路を有し、
　前記第２の系統は、
　前記第２のインバータ回路の出力信号を一方のトランジスタのゲートに入力し、前記第
１のインバータ回路の出力信号を他方のトランジスタのゲートに入力し、前記出力信号の
反転信号を出力する１組のトランジスタによる第４のインバータ回路を有する
　請求項１に記載のラッチ回路。
【請求項３】
　ラッチ回路により順次駆動信号を転送するシフトレジスタ回路において、
　前記ラッチ回路は、
　全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジスタであって、前記駆動信号による入
力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記入力信号をクロックでラッチした出力
信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ回路であって、
　前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力する第２の系統
とを有し、
　前記第１の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記出力信号を入力する第１の直列回路と、
　前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる第１のインバータ回路とを少なくとも
有し、
　前記第２の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号の反転信号を入力すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する
第２の直列回路と、
　前記第２の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号を出力する１組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、
　前記第１のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列回路の接続
中点を接続し、
　前記第２のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続
中点を接続する
　シフトレジスタ回路。
【請求項４】
　マトリックス状に画素を配置してなる表示装置の駆動回路において、
　ラッチ回路によるシフトレジスタ回路により順次駆動信号を転送して前記画素の駆動信
号を生成し、
　前記ラッチ回路は、
　全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジスタであって、前記駆動信号による入
力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記入力信号をクロックでラッチした出力
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信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ回路であって、
　前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力する第２の系統
とを有し、
　前記第１の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記出力信号を入力する第１の直列回路と、
　前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる第１のインバータ回路とを少なくとも
有し、
　前記第２の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号の反転信号を入力すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する
第２の直列回路と、
　前記第２の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号を出力する１組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、
　前記第１のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列回路の接続
中点を接続し、
　前記第２のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続
中点を接続する
　表示装置の駆動回路。
【請求項５】
　マトリックス状に画素を配置してなる表示装置において、
　ラッチ回路によるシフトレジスタ回路により駆動信号を順次転送して前記画素の駆動信
号を生成し、
　前記ラッチ回路は、
　全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジスタであって、前記駆動信号による入
力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記入力信号をクロックでラッチした出力
信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ回路であって、
　前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力する第２の系統
とを有し、
　前記第１の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記出力信号を入力する第１の直列回路と、
　前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる第１のインバータ回路とを少なくとも
有し、
　前記第２の系統は、
　クロックにより相補的に動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端
に前記入力信号の反転信号を入力すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する
第２の直列回路と、
　前記第２の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信
号を出力する１組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、
　前記第１のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列回路の接続
中点を接続し、
　前記第２のインバータ回路は、
　前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続
中点を接続する
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　表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラッチ回路、シフトレジスタ回路、表示装置の駆動回路、表示装置に関し、
例えば有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子によるフラットディスプレイ装置に適用す
ることができる。本発明は、相補的に動作を切り換える１組のトランジスタによるスイッ
チ回路により直列回路を形成すると共に、この直列回路の接続中点出力をインバータ回路
に出力し、この直列回路の一端に入力信号を入力すると共に、この直列回路の接続中点出
力に対応するインバータ回路による出力信号を他端に供給することにより、単チャンネル
のトランジスタのみで動作することができるようにする。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フラットディスプレイ装置においては、例えば特開平５－２６５４１１号公報に
開示されているように、垂直駆動回路に設けたシフトレジスタ回路により順次駆動信号を
転送して各画素の駆動信号を生成するようになされている。このようなシフトレジスタ回
路は、例えば特開平５－２４１２０１号公報に開示されているように、クロックを基準に
して入力信号をラッチして出力するラッチ回路を直列接続して形成されるようになされて
いる。
【０００３】
　図８は、このラッチ回路を示す接続図である。このラッチ回路１は、ＰチャンネルＭＯ
ＳトランジスタＴＲ１、ＴＲ２、ＮチャンネルＭＯＳトランジスタＴＲ３、ＴＲ４を電源
Ｖｃｃ及びアース間に直列接続して、図９（Ａ）に示すように、電源Ｖｃｃ及びアース側
のトランジスタＴＲ１及びＴＲ４に前段から入力信号ＩＮが入力され、また内側のトラン
ジスタＴＲ２及びＴＲ３にそれぞれクロックＣＫ及びクロックＣＫの反転信号によるクロ
ックＣＫＸが入力され（図９（Ｂ）及び（Ｃ））、これによりこれらトランジスタＴＲ１
～ＴＲ４によりクロックＣＫを基準にして動作するクロックドインバータ回路２が形成さ
れる。
【０００４】
　また同様に、ＰチャンネルＭＯＳトランジスタＴＲ５、ＴＲ６、ＮチャンネルＭＯＳト
ランジスタＴＲ７、ＴＲ８を電源Ｖｃｃ及びアース間に直列接続して、トランジスタＴＲ
１～ＴＲ４とは逆に、内側のトランジスタＴＲ６及びＴＲ７にそれぞれクロックＣＫＸ及
びクロックＣＫが入力され、これによりこれらトランジスタＴＲ５～ＴＲ８によりクロッ
クＣＫとは逆極性のクロックＣＫＸを基準にして動作するクロックドインバータ回路３が
形成される。
【０００５】
　ラッチ回路１は、ＰチャンネルＭＯＳトランジスタＴＲ９及びＮチャンネルＭＯＳトラ
ンジスタＴＲ１０を電源Ｖｃｃ及びアース間に直列接続してなるインバータ回路４に、こ
れらクロックドインバータ回路２及び３の出力が入力され、またこのインバータ回路４の
出力がクロックドインバータ回路３の入力に帰還され、これらにより入力信号ＩＮをクロ
ックＣＫによりラッチするラッチ回路が形成され、このインバータ回路４の出力ＯＵＴ（
図９（Ｄ））を次段に出力するようになされている。
【０００６】
　シフトレジスタ回路は、このようなクロックＣＫの立ち上がりにより入力信号ＩＮをラ
ッチして次段に出力するラッチ回路１と、このラッチ回路１に対してクロックＣＫ及びＣ
ＫＸの接続を入れ換えてなるラッチ回路とが交互に直列に接続されて形成され、また最前
段のラッチ回路には、タイミングジェネレータにより生成された駆動信号が供給され、こ
れによりこの駆動信号を順次転送して各画素の駆動信号を生成するようになされている。
【０００７】
　このようなシフトレジスタ回路を構成するラッチ回路は、ガラス基板上に形成可能なア
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モルファスシリコンによるＴＦＴ（Thin Film Transistor）によっては作成困難な欠点が
ある。すなわちアモルファスシリコンによるＴＦＴ（Thin Film Transistor）は、単結晶
シリコン、ポリシリコンによるトランジスタに比して、移動度が１／１００程度と小さく
、またＰチャンネルのトランジスタを作成することができない欠点がある。
【０００８】
　このためアモルファスシリコンを用いて画素を構成するフラットディスプレイ装置にお
いては、この画素を配置してなる画素部をガラス基板上に形成し、単結晶シリコン、ポリ
シリコン等を用いて別工程で作成した駆動回路をこのガラス基板上の画素部に接続して形
成されるようになされている。
【０００９】
　すなわち図１０に示すように、この種のフラットディスプレイ装置１１においては、画
素をマトリックス状に配置してなる画素部１２がガラス基板１３上に形成される。また単
結晶シリコン、ポリシリコン等を用いて、別工程により、この画素部１２の各画素をライ
ン単位で順次駆動する垂直駆動回路１４Ａ及び１４Ｂによる集積回路がシフトレジスタに
より形成され、この垂直駆動回路１４Ａ及び１４Ｂの集積回路が、各画素の階調を設定す
る水平駆動回路１５の集積回路と共にこのガラス基板１３の周囲に配置されて形成される
ようになされている。
【００１０】
　ところでこのようなシフトレジスタ回路による駆動回路をアモルファスシリコンによる
ＴＦＴにより作成することができれば、この種の駆動回路と各画素とをガラス基板上に一
体に作成することができ、その分、この種のフラットディスプレイ装置の製造工程を簡略
化することができると考えられる。このためにはアモルファスシリコンによるＴＦＴによ
り作成することが可能な単チャンネルのトランジスタのみで動作するクロックドインバー
タ回路、ラッチ回路が必要になる。
【特許文献１】特開平５－２６５４１１号公報
【特許文献２】特開平５－２４１２０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、単チャンネルのトランジスタのみで動作
するラッチ回路、このラッチ回路によるシフトレジスタ回路、表示装置の駆動回路、表示
装置を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　かかる課題を解決するため請求項１の発明においては、全てのトランジスタが同一チャ
ンネルのトランジスタであって、入力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記入
力信号をクロックでラッチした出力信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ回
路に適用する。前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力す
る第２の系統とを有し、前記第１の系統は、クロックにより相補的に動作を切り換える１
組のトランジスタを直列に接続して、一端に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記
出力信号を入力する第１の直列回路と、前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジ
スタのゲートに接続して、前記出力信号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる
第１のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第２の系統は、クロックにより相補的に
動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端に入力信号の反転信号を入
力すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する第２の直列回路と、前記第２の
直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信号を出力する
１組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第１のインバ
ータ回路は、前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列
回路の接続中点を接続し、前記第２のインバータ回路は、前記１組のトランジスタの他方
のトランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続中点を接続する。
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【００１４】
　また請求項３の発明においては、ラッチ回路により順次駆動信号を転送するシフトレジ
スタ回路に適用して、ラッチ回路は、全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジス
タであって、前記駆動信号による入力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記入
力信号をクロックでラッチした出力信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ回
路であって、前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力する
第２の系統とを有し、前記第１の系統は、クロックにより相補的に動作を切り換える１組
のトランジスタを直列に接続して、一端に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記出
力信号を入力する第１の直列回路と、前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジス
タのゲートに接続して、前記出力信号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる第
１のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第２の系統は、クロックにより相補的に動
作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端に入力信号の反転信号を入力
すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する第２の直列回路と、前記第２の直
列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信号を出力する１
組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第１のインバー
タ回路は、前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列回
路の接続中点を接続し、前記第２のインバータ回路は、前記１組のトランジスタの他方の
トランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続中点を接続する。
【００１５】
　また請求項４の発明においては、マトリックス状に画素を配置してなる表示装置の駆動
回路に適用して、ラッチ回路は、ラッチ回路によるシフトレジスタ回路により順次駆動信
号を転送して画素の駆動信号を生成し、全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジ
スタであって、前記駆動信号による入力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記
入力信号をクロックでラッチした出力信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ
回路であって、前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力す
る第２の系統とを有し、前記第１の系統は、クロックにより相補的に動作を切り換える１
組のトランジスタを直列に接続して、一端に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記
出力信号を入力する第１の直列回路と、前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジ
スタのゲートに接続して、前記出力信号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる
第１のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第２の系統は、クロックにより相補的に
動作を切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端に入力信号の反転信号を入
力すると共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する第２の直列回路と、前記第２の
直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信号を出力する
１組のトランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第１のインバ
ータ回路は、前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列
回路の接続中点を接続し、前記第２のインバータ回路は、前記１組のトランジスタの他方
のトランジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続中点を接続する。
【００１６】
　また請求項５の発明においては、マトリックス状に画素を配置してなる表示装置に適用
して、ラッチ回路によるシフトレジスタ回路により駆動信号を順次転送して画素の駆動信
号を生成し、前記ラッチ回路は、全てのトランジスタが同一チャンネルのトランジスタで
あって、前記駆動信号による入力信号と前記入力信号の反転信号とを入力し、前記入力信
号をクロックでラッチした出力信号と前記出力信号の反転信号とを出力するラッチ回路で
あって、前記入力信号を入力する第１の系統と、前記入力信号の反転信号を入力する第２
の系統とを有し、前記第１の系統は、クロックにより相補的に動作を切り換える１組のト
ランジスタを直列に接続して、一端に前記入力信号を入力すると共に、他端に前記出力信
号を入力する第１の直列回路と、前記第１の直列回路の接続中点を一方のトランジスタの
ゲートに接続して、前記出力信号の反転信号を出力する１組のトランジスタによる第１の
インバータ回路とを少なくとも有し、前記第２の系統は、クロックにより相補的に動作を
切り換える１組のトランジスタを直列に接続して、一端に入力信号の反転信号を入力する



(7) JP 4296492 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

と共に、他端に前記出力信号の反転信号を入力する第２の直列回路と、前記第２の直列回
路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続して、前記出力信号を出力する１組の
トランジスタによる第２のインバータ回路とを少なくとも有し、前記第１のインバータ回
路は、前記１組のトランジスタの他方のトランジスタのゲートに、前記第２の直列回路の
接続中点を接続し、前記第２のインバータ回路は、前記１組のトランジスタの他方のトラ
ンジスタのゲートに、前記第１の直列回路の接続中点を接続する。
【００１７】
　請求項１、請求項３、請求項４、又は請求項５の構成によれば、例えば全てのトランジ
スタをＮチャンネル型により形成して、一端側のスイッチ回路のオン動作により第１の直
列回路の出力を入力信号に対応するように設定した後、他端側のスイッチ回路のオン動作
により、この第１の直列回路の出力を維持するように第１の直列回路の出力を設定し得、
これらにより一端側のスイッチ回路のオン状態により取り込んだ入力信号の信号レベルを
、引き続いて保持することができる。これにより例えば全てのトランジスタをＮチャンネ
ル型により形成してクロックドインバータ回路を形成することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、単チャンネルのトランジスタのみで動作するクロックドインバータ回
路、ラッチ回路、このラッチ回路によるシフトレジスタ回路、このシフトレジスタ回路に
よる表示装置の駆動回路、表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００２１】
　（１）実施例の構成
　図２は、本発明の実施例に係るフラットディスプレイ装置を示すブロック図である。こ
のフラットディスプレイ装置２１は、有機ＥＬ素子による画素をマトリックス状に配置し
てなる画素部２２、この画素部２２に水平方向に延長するように設けられた走査線を介し
て画素部２２に駆動信号を出力する垂直駆動回路２３Ａ、２３Ｂ、この画素部２２に垂直
方向に延長するように設けられた信号線を介して各画素の階調を設定する水平駆動回路２
４がアモルファスシリコンによるＮチャンネル側のＴＦＴによりガラス基板２５上に一体
に作成されるようになされている。このフラットディスプレイ装置２１は、垂直駆動回路
２３Ａ、２３Ｂ、水平駆動回路２４の動作に必要な各種駆動信号、クロック等をタイミン
グジェネレータ（ＴＧ）２６により生成してこのガラス基板２５上の垂直駆動回路２３Ａ
、２３Ｂ、水平駆動回路２４に供給し、また各画素の階調を示す階調データＤ１を水平駆
動回路２４に供給し、これにより所望の画像を表示するようになされている。なおこの実
施例は、本願発明の前提の構成を示すものである。
【００２２】
　図１は、垂直駆動回路２３Ａを示す接続図である。垂直駆動回路２３Ａは、タイミング
ジェネレータ２６から出力される駆動信号ＩＮを順次ラッチ回路３１Ａ、３１Ｂ、３１Ａ
、……により画素部２２の垂直方向に転送し、各ラッチ回路３１Ａ、３１Ｂ、３１Ａ、…
…の出力信号をそれぞれバッファ回路３２により画素部２２の各走査線に出力する。なお
垂直駆動回路２３Ｂにおいては、この転送に供するタイミングジェネレータ２６から出力
される駆動信号が異なる点を除いて、垂直駆動回路２３Ａと同一に構成されることにより
、以下においては垂直駆動回路２３Ｂについての説明は省略する。
【００２３】
　この垂直駆動回路２３Ａは、デューティー比がほぼ５０〔％〕であるクロックＣＫによ
り入力信号をラッチするラッチ回路３１Ａと、このクロックＣＫの反転信号によるクロッ
クＣＫＸにより入力信号をラッチするラッチ回路３１Ｂとを交互に直列接続して形成され
、先頭段のラッチ回路３１Ａにタイミングジェネレータ２６で生成される駆動信号ＩＮが
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入力される。
【００２４】
　ここでクロックＣＫにより入力信号をラッチするラッチ回路３１Ａは、トランジスタＴ
Ｒ１及びＴＲ２のゲートをそれぞれクロックＣＫ及びＣＫＸにより駆動することにより、
それぞれトランジスタＴＲ１及びＴＲ２により相補的に動作を切り換えてオンオフ動作す
るスイッチ回路を形成し、このスイッチ回路を直列に接続してスイッチ回路による直列回
路が形成される。先頭段のラッチ回路３１Ａは、この直列回路の一端、クロックＣＫによ
りオン動作するトランジスタＴＲ１側に、タイミングジェネレータ２６から出力される駆
動信号ＩＮを入力し、先頭段以外のラッチ回路３１Ａにおいては、この一端に、前段のラ
ッチ回路３１Ｂの出力信号が入力される。またラッチ回路３１Ａは、この直列回路の他端
に、この直列回路の接続中点出力に対応して信号レベルが変化する出力信号を入力する。
この実施例においては、この出力信号に、後述する第２のインバータ回路３４の出力信号
が適用される。
【００２５】
　すなわちラッチ回路３１Ａにおいては、電源Ｖｃｃ１及びアース間に、トランジスタＴ
Ｒ３及びＴＲ４を直列接続して第１のインバータ回路３３が形成され、また同様のトラン
ジスタＴＲ５及びＴＲ６を直列接続して第２のインバータ回路３４が形成される。これら
第１及び第２のインバータ回路３３、３４は、電源電圧Ｖｃｃ１側のトランジスタＴＲ４
及びＴＲ６のゲートがそれぞれ基準電圧Ｖｃｃ２に接続され、前段側のインバータ回路３
３においては、アース側トランジスタＴＲ３のゲートがトランジスタＴＲ１及びＴＲ２の
接続中点に接続され、また後段側のインバータ３４においては、同様に、アース側トラン
ジスタＴＲ５のゲートに前段のトランジスタＴＲ３及びＴＲ４によるインバータ回路３３
の出力が入力されるようになされ、この第２のインバータ回路３４の出力がこのラッチ回
路３１Ａの出力ＯＵＴに設定されるようになされている。
【００２６】
　これによりラッチ回路３１Ａにおいては、図３及び図４に示すように、所定のタイミン
グで信号レベルが立ち上がる入力信号ＩＮ（図３（Ａ））を入力して、クロックＣＫ及び
ＣＫＸの立ち上がり及び立ち下がりにより（図３（Ｂ）及び（Ｃ））、トランジスタＴＲ
１によるスイッチ回路を介してトランジスタＴＲ３、ＴＲ４によるインバータ回路３３、
トランジスタＴＲ５、ＴＲ６によるインバータ回路３４による直列回路に入力信号ＩＮを
与え、入力信号ＩＮの立ち上がりに対応して出力信号ＯＵＴ（図３（Ｃ））を立ち上げる
ようになされている。
【００２７】
　またこのようにして出力信号ＯＵＴを立ち上げた後において、クロックＣＫ及びＣＫＸ
がそれぞれ立ち下がり及び立ち上がると、図５に示すように、トランジスタＴＲ１及びＴ
Ｒ２によるスイッチ回路がそれぞれオフ状態及びオン状態に切り換わり、この場合、この
オン状態に切り換わった側に入力される第２のインバータ回路３４の出力信号においては
、ゲート容量によりトランジスタＴＲ１がオフ状態に切り換わった後も、Ｈレベルに保持
され、これによりこのＨレベルに保持されてなる第２のインバータ回路３４の出力信号が
いち早くトランジスタＴＲ２によるスイッチ回路を介してインバータ回路３３、３４によ
る直列回路に入力され、これによりクロックＣＫにより取り込んだ入力信号ＩＮの信号レ
ベルが保持される。
【００２８】
　しかしてラッチ回路３１Ａにおいては、入力信号ＩＮが立ち下がった後においては、同
様にクロックＣＫ及びＣＫＸの立ち上がり及び立ち下がりによりこの入力信号ＩＮの信号
レベルが取り込まれて保持されることになる。
【００２９】
　これに対してクロックＣＫＸを基準にして動作するラッチ回路３１Ｂにおいては、トラ
ンジスタＴＲ１及びＴＲ２によるスイッチ回路をそれぞれ駆動するクロックが、ラッチ回
路３１Ａの場合とは逆に、クロックＣＫＸ及びＣＫに設定され、これにより前段のラッチ
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回路３１Ａのラッチ結果をクロックＣＫの１／２周期だけ遅延させて出力するようになさ
れている。
【００３０】
　これらにより垂直駆動回路２３Ａにおいては、シフトレジスタ回路を構成し、順次、タ
イミングジェネレータ２６から出力される駆動信号ＩＮをクロックＣＫの１／２周期だけ
遅延させて出力するようになされている。
【００３１】
　このようにしてインバータ３３、３４の直列回路により入力信号ＩＮを遅延させて出力
するにつき、このラッチ回路３１Ａにおいては、これらインバータ３３、３４の出力にお
いて、出力信号を十分な信号レベルに立ち下げることができるように、アース側のトラン
ジスタＴＲ２、ＴＲ４が電源Ｖｃｃ側のトランジスタＴＲ４、ＴＲ５に比して大きな形状
により作成されて、オン抵抗が小さくなるようになされている。
【００３２】
　また電源Ｖｃｃ側トランジスタＴＲ４、ＴＲ６のしきい値電圧の分、電源Ｖｃｃの電圧
に比してインバータ回路３３、３４の基準電圧Ｖｃｃ２が高い電圧に設定され、これによ
りインバータ回路３３、３４において、出力をカットオフしないようになされている。
【００３３】
　これらによりこの実施例において、トランジスタＴＲ１及びＴＲ２は、相補的にオン状
態に切り換わる１組のトランジスタによる第１の直列回路を構成し、またトランジスタＴ
Ｒ３、ＴＲ４は、この第１の直列回路の接続中点を一方のトランジスタのゲートに接続す
る１組のトランジスタによる第１のインバータ回路を構成するようになされている。また
トランジスタＴＲ５、ＴＲ６は、入力信号ＩＮに対して、遅延して信号レベルが切り換わ
る入力信号の同相信号を出力する１対のトランジスタによる第２のインバータ回路を構成
し、この実施例では、第１の直列回路の一端に、入力信号ＩＮを入力し、第１の直列回路
の他端に同相信号を入力するようになされている。
【００３４】
　（２）実施例の動作
　以上の構成において、このフラットディスプレイ装置２１では（図２）、垂直駆動回路
２３Ａ、２３Ｂから出力される駆動信号により画素部２２に設けられた画素がライン単位
で駆動され、水平駆動回路２４から各信号線に出力される駆動信号により各画素の階調が
順次設定され、これにより所望の画像が表示される。フラットディスプレイ装置２１では
（図１）、このような垂直駆動回路２３Ａ、２３Ｂによる画素の駆動が、タイミングジェ
ネレータ２６から出力される駆動信号ＩＮをシフトレジスタにより画素部２２の垂直方向
に順次転送し、シフトレジスタの各段の出力信号を画素部２２の各走査線にそれぞれ出力
して実行される。フラットディスプレイ装置２１では、このシフトレジスタがラッチ回路
３１Ａ、３１Ｂ、３１Ａ、３１Ｂ……の直列回路により形成される。
【００３５】
　このラッチ回路３１Ａにおいては、タイミングジェネレータ２６から出力される駆動信
号ＩＮ又は前段のラッチ回路３１Ｂから出力される駆動信号が、相補的にオンオフ動作す
るトランジスタＴＲ１、ＴＲ２のスイッチ回路による第１の直列回路に供給され、この第
１の直列回路の接続中点出力が、第１及び第２のインバータ回路３３、３４を介して次段
に出力される。このラッチ回路３１Ａにおいては、この第１の直列回路のトランジスタＴ
Ｒ１を介して入力信号ＩＮが入力され、これによりラッチ回路３１Ａの出力ＯＵＴにおい
ては、このトランジスタＴＲ１をオンオフ制御するクロックＣＫの立ち上がりにより、イ
ンバータ３３、３４の動作時間だけ遅延して入力信号ＩＮの信号レベルに設定され、これ
により入力信号ＩＮの信号レベルがクロックＣＫを基準にして取得される。
【００３６】
　またこのクロックＣＫが立ち下がると、このクロックＣＫの反転信号であるクロックＣ
ＫＸによりトランジスタＴＲ２がオン状態に切り換わり、インバータ回路３３、３４の動
作時間だけ遅延してなる出力信号ＯＵＴがこのトランジスタＴＲ２を介して第１の直列回
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路に入力され、これによりクロックＣＫの立ち上がりにより設定された出力信号ＯＵＴの
信号レベルが維持される。
【００３７】
　これによりこのラッチ回路３１Ａにおいては、Ｎチャンネル型のトランジスタＴＲ１～
ＴＲ６により入力信号ＩＮをラッチして出力することができる。
【００３８】
　シフトレジスタ回路においては、このようなクロックＣＫにより入力信号をラッチする
ラッチ回路３１Ａと、このラッチ回路３１Ａに対してクロックＣＫ及びＣＫＸを入れ換え
て、クロックＣＫの反転信号であるクロックＣＫＸにより入力信号をラッチするラッチ回
路３１Ｂとが交互に直列接続して形成され、これによりクロックＣＫの１／２周期により
タイミングジェネレータ２６から出力される駆動信号を順次転送し、これらによりこのシ
フトレジスタ回路においても、全てのトランジスタをＮチャンネル型により形成して駆動
信号を生成することができる。
【００３９】
　これによりこのフラットディスプレイ装置２１、このフラットディスプレイ装置２１に
係る駆動回路である垂直駆動回路を、アモルファスシリコンによるＴＦＴにより形成し得
、駆動回路と画素部とを一体にガラス基板上に形成して簡易な工程によりフラットディス
プレイ装置を作成することができる。
【００４０】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、相補的に動作を切り換える１組のトランジスタによるスイッチ回
路により直列回路を形成すると共に、この直列回路の接続中点出力をインバータ回路に出
力し、この直列回路の一端に入力信号を入力すると共に、この直列回路の接続中点出力に
対応するインバータ回路による出力信号を他端に供給することにより、単チャンネルのト
ランジスタのみで動作するラッチ回路、このラッチ回路によるシフトレジスタ回路、表示
装置の駆動回路、表示装置を得ることができる。
【００４１】
　また直列回路の接続中点出力を入力する第１のインバータ回路に対して、この第１のイ
ンバータ回路の出力信号を一方のトランジスタのゲートに入力する第２のインバータ回路
を設け、この第２のインバータ回路の出力信号を直列回路の他端に入力することにより、
入力信号に対して遅延してなる信号を簡易な構成により作成することができる。
【実施例２】
【００４２】
　図６は、本発明の実施例２に係るフラットディスプレイ装置の垂直駆動回路を示す接続
図である。この垂直駆動回路４０Ａ、４０Ｂにおいては、実施例１について上述したラッ
チ回路３１Ａ、３１Ｂに代えて、ラッチ回路４１Ａ、４１Ｂが適用される。なおこの実施
例においては、このラッチ回路４１Ａ、４１Ｂの構成が異なる点を除いて、実施例１につ
いて上述したフラットディスプレイ装置２１と同一に構成されることにより、以下におい
ては、重複した説明は省略する。
【００４３】
　ここで実施例１について上述したラッチ回路３１Ａ、３１Ｂにおいては、十分なダイナ
ミックレンジによる出力信号ＯＵＴを確保するためには、各インバータ回路３３、３４の
アース側トランジスタＴＲ３、ＴＲ５を大型に作成してオン抵抗を十分に小さくする必要
がある。またこのアース側トランジスタＴＲ３、ＴＲ５のオン動作により電源Ｖｃｃから
アースに向かって電流が流れることにより、消費電力が大きくなる。また図３（Ｅ）に示
すように、出力信号ＯＵＴの立ち上がり、立ち下がりが鈍ってしまう欠点もある。この実
施例においては、これら実施例１に係る欠点を解消する。
【００４４】
　すなわちこの実施例において、ラッチ回路４１Ａは、実施例１に係るラッチ回路３１Ａ
と同様に、入力信号ＩＮ又は前段の出力信号を一端に入力し、第２のインバータ回路３４
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の出力信号を他端に入力するトランジスタＴＲ１、ＴＲ２による第１の直列回路が設けら
れ、またこの直列回路の接続中点出力を入力するトランジスタＴＲ３、ＴＲ４によるイン
バータ回路３３、このインバータ回路３３の出力信号を入力するトランジスタＴＲ５、Ｔ
Ｒ６による第２のインバータ回路３４が設けられる。
【００４５】
　ラッチ回路４１Ａは、これら第１の直列回路、第１のインバータ回路３３、第２のイン
バータ回路３４による第１の系統に対して、これら第１の直列回路、第１のインバータ回
路３３、第２のインバータ回路３４に対応する第１の直列回路、第１のインバータ回路３
３Ａ、第２のインバータ回路３４Ａによる第２の系統が設けられる。
【００４６】
　ここで第２の系統においては、第１の系統と同様に、クロックＣＫ、ＣＫＸにより相補
的にオンオフ動作して動作を切り換えるトランジスタＴＲ７、ＴＲ８によるスイッチ回路
により第１の直列回路が形成され、第１のインバータ回路３３Ａにおいては、トランジス
タＴＲ９、ＴＲ１０を直列に接続して、トランジスタＴＲ７、ＴＲ８による直列回路の接
続中点出力をアース側トランジスタＴＲ９のゲートに入力するようになされている。また
第２のインバータ回路３４Ａにおいては、トランジスタＴＲ９、ＴＲ１０を直列に接続し
て、第１のインバータ回路３３Ａの出力信号をアース側トランジスタＴＲ１１のゲートに
入力し、さらにこの第２のインバータ回路３４Ａの出力信号がトランジスタＴＲ７、ＴＲ
８による直列回路の他端に帰還されるようになされている。
【００４７】
　第２の系統においては、このように第１の系統に対応するように形成されて、トランジ
スタＴＲ７、ＴＲ８による直列回路のクロックＣＫ側の一端に、第１の系統に入力される
入力信号ＩＮに対して、極性を反転してなる入力信号ＩＮＸが入力され、これにより第１
の系統に対応する各部で、第１の系統とは逆極性の信号を生成するようになされている。
【００４８】
　ラッチ回路４１Ａは、この逆極性の信号により第１の系統における第１及び第２のイン
バータ回路３３、３４の電源側トランジスタＴＲ４、ＴＲ６をオンオフ制御し、これによ
りこれらインバータ回路３３、３４において、それぞれ電源側トランジスタＴＲ４、ＴＲ
６とアース側トランジスタＴＲ３、ＴＲ５とを相補的にオンオフ動作させ、これによりこ
れらインバータ回路３３、３４の出力信号における立ち上がり、立ち下がりの鈍りを防止
すると共に消費電力を低減し、さらにはインバータ回路３３、３４のトランジスタＴＲ３
～ＴＲ６を小型に形成しても十分なダイナミックレンジにより出力信号ＯＵＴを出力でき
るようになされている。
【００４９】
　またラッチ回路４１Ａは、第２の系統における第１及び第２のインバータ回路３３Ａ、
３４Ａについても、同様に、第１の系統における逆極性の信号により電源側トランジスタ
ＴＲ１０、ＴＲ１２をオンオフ制御し、これによりこれらインバータ回路３３Ａ、３４Ａ
においても、それぞれ電源側トランジスタＴＲ１０、ＴＲ１２とアース側トランジスタＴ
Ｒ９、ＴＲ１１とを相補的にオンオフ動作させ、これによりこれらインバータ回路３３Ａ
、３４Ａの出力信号における立ち上がり、立ち下がりの鈍りを防止すると共に消費電力を
低減し、さらにはインバータ回路３３Ａ、３４ＡのトランジスタＴＲ９～ＴＲ１２を小型
に形成しても十分なダイナミックレンジにより出力信号を出力できるようになされている
。
【００５０】
　すなわちラッチ回路４１Ａにおいて、第１の系統に係る第１のインバータ回路３３にお
いては、電源側トランジスタＴＲ４のベースに、第２の系統のトランジスタＴＲ７、ＴＲ
８の接続中点出力が入力され、またこの第１の系統に係る第２のインバータ回路３４にお
いては、電源側トランジスタＴＲ６のベースに、第２の系統の第１のインバータ回路３４
Ａの出力信号が入力される。また同様に、第２の系統に係る第１のインバータ回路３３Ａ
においては、電源側トランジスタＴＲ１０のベースに、第１の系統のトランジスタＴＲ１



(12) JP 4296492 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

、ＴＲ２の接続中点出力が入力され、またこの第２の系統に係る第２のインバータ回路３
４Ａにおいては、電源側トランジスタＴＲ１２のベースに、第１の系統の第１のインバー
タ回路３４の出力信号が入力される。
【００５１】
　これらによりこのラッチ回路４１Ａにおいては、各トランジスタＴＲ１～ＴＲ１２が、
ほぼ同一の大きさにより小型に形成されるようになされている。なお入力信号ＩＮの反転
信号ＩＮＸは、タイミングジェネレータ２６により生成されるようになされている。
【００５２】
　またラッチ回路４１Ａは、これら第１及び第２の系統による出力信号を次段のラッチ回
路４１Ｂに出力し、この次段のラッチ回路４１Ｂにおいては、クロックＣＫにより入力信
号をラッチするラッチ回路４１Ａに対して、クロックＣＫ及びＣＫＸが入れ換えられて形
成されるようになされている。
【００５３】
　これらによりこの実施例においては、これらラッチ回路４１Ａ、４１Ｂ、４１Ａ、……
により順次クロックＣＫの１／２周期づつ駆動信号ＩＮを遅延させて転送し、各走査線に
バッファ回路３２を介してこの駆動信号を出力するようになされている。
【００５４】
　図６の構成によれば、第１の系統に対応する第２の系統を形成して第１の系統と第２の
系統とで逆極性の信号を生成し、この逆極性の信号により第１及び第２の系統におけるイ
ンバータ回路の電源側トランジスタをオンオフ制御することにより、消費電力を低減して
出力信号の遷移を改善し、小型のトランジスタにより形成して、実施例１と同様の効果を
得ることができる。
【実施例３】
【００５５】
　図７は、本発明の実施例３に係るフラットディスプレイ装置の垂直駆動回路を示す接続
図である。この垂直駆動回路５０Ａ、５０Ｂにおいては、実施例１について上述したラッ
チ回路３１Ａ、３１Ｂに代えて、ラッチ回路５１Ａ、５１Ｂが適用される。なおこの実施
例においては、このラッチ回路５１Ａ、５１Ｂに係る構成が異なる点を除いて、実施例１
について上述したフラットディスプレイ装置２１と同一に構成されることにより、以下に
おいては、重複した説明は省略する。
【００５６】
　ここでこのラッチ回路５１Ａは、実施例１に係るラッチ回路３１Ａと同様に、入力信号
ＩＮ又は前段の出力信号を一端に入力するトランジスタＴＲ１、ＴＲ２による第１の直列
回路が設けられ、この第１の直列回路の接続中点出力を入力するトランジスタＴＲ３、Ｔ
Ｒ４によるインバータ回路３３が設けられる。
【００５７】
　さらにラッチ回路５１Ａは、第１の直列回路と同様に、クロックＣＫ、ＣＫＸによりオ
ンオフ動作して相補的に動作を切り換えるトランジスタＴＲ５、ＴＲ６のスイッチ回路に
より第２の直列回路が形成され、この第２の直列回路のクロックＣＫ側端に、入力信号Ｉ
Ｎの反転信号ＩＮＸ又は前段の出力信号ＯＵＴの反転信号が入力される。またトランジス
タＴＲ７、ＴＲ８によりインバータ回路３３Ｂが形成され、このインバータ回路３３Ｂの
アース側トランジスタＴＲ７に第２の直列回路による接続中点出力が入力されるようにな
されている。
【００５８】
　これによりラッチ回路５１Ａは、トランジスタＴＲ１、ＴＲ２による第１の直列回路、
インバータ回路３３による系統に対して、トランジスタＴＲ５、ＴＲ６による第２の直列
回路、インバータ３３Ｂにより、逆極性の対応する信号を生成するようになされている。
また第１の直列回路の接続中点出力に対応する出力信号を第２の直列回路に係るインバー
タ回路３３Ｂにより生成し、第２の直列回路の接続中点出力に対応する出力信号を第１の
直列回路に係るインバータ回路３３により生成するようになされている。
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【００５９】
　これらによりラッチ回路５１Ａは、インバータ回路３３Ｂの出力信号を第１の直列回路
の他端に入力し、またインバータ回路３３の出力信号を第２の直列回路の他端に入力する
。またインバータ回路３３の電源側トランジスタＴＲ４に第２の直列回路の接続中点出力
を入力し、インバータ回路３３Ｂの電源側トランジスタＴＲ８に第１の直列回路の接続中
点出力を入力するようになされている。またこれらインバータ回路３３、３３Ｂの出力信
号を次段に出力するようになされている。
【００６０】
　またクロックＣＫＸに係るラッチ回路５１Ｂにおいては、クロックＣＫ、ＣＫＸが入れ
換えられて、このクロックＣＫに係るラッチ回路５１Ａと同一に構成される。また垂直駆
動回路５０Ａ、５０Ｂは、このラッチ回路５１Ａ、５１Ｂの構成に対応して、各バッファ
回路３２への入力が、クロックＣＫによるラッチ回路５１ＡとクロックＣＫＸによるラッ
チ回路５１Ｂとで、切り換えられるようになされている。
【００６１】
　この実施例においては、ラッチ回路の構成を簡略化して実施例２と同様の効果を得るこ
とができる。
【実施例４】
【００６２】
　なお上述の実施例においては、入力信号に対して同相の出力信号を出力することを目的
に垂直駆動回路であるシフトレジスタを形成する場合について述べたが、本発明はこれに
限らず、例えばバッファ回路をインバータ回路により構成して入力信号に対して逆相によ
り出力信号を出力するようにしてもよい。なおこの場合、実施例１の構成においては、第
１のインバータ回路３３の出力信号をバッファ回路に出力するようにして構成し得、また
実施例２の構成においては、第２の系統側の出力信号をバッファ回路に出力するようにし
て構成し得、さらに実施例３の構成においては、ラッチ回路５１Ａ及び５１Ｂにおいて、
それぞれインバータ回路３３、３３Ｂ側の出力信号をバッファ回路に出力するようにして
構成することができる。しかしてこの場合、各実施例の構成においては、クロックＣＫに
より入力信号ＩＮを取得して反転信号を出力するクロックドインバータ回路の直列接続に
よりシフトレジスタ回路を構成することになる。
【００６３】
　また上述の実施例においては、タイミングジェネレータから出力される駆動信号と同極
性により各走査線を駆動する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、逆極性によ
り駆動する場合にも広く適用することができる。
【００６４】
　また上述の実施例においては、インバータ回路において、前段の出力をアース側のトラ
ンジスタに入力する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、これとは逆に電源側
のトランジスタに入力するようにしてもよい。
【００６５】
　また上述の実施例においては、Ｎチャンネル型のトランジスタによりラッチ回路を構成
する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、Ｐチャンネル型により作成する場合
等、同一の極性のトランジスタによりラッチ回路を構成する場合に広く適用することがで
きる。なおこの場合、アモルファス工程により作成困難となる場合もあるが、同一の極性
のトランジスタにより作成できることにより、その分、工程を簡略化することができる。
【００６６】
　また上述の実施例においては、ガラス基板上に画素部と一体に駆動回路を作成する場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、別工程により作成する場合、さらには単結晶
シリコン、ポリシリコンにより作成する場合にも広く適用することができる。なおこの場
合、同一の極性のトランジスタにより作成できることにより、その分、工程を簡略化する
ことができる。
【００６７】
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　また上述の実施例においては、本発明に係るラッチ回路をフラットディスプレイ装置の
駆動回路に適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、種々の駆動回路、論
理回路に広く適用することができる。
                                                                                
【００６８】
　また上述の実施例においては、本発明を有機ＥＬ素子によるフラットディスプレイ装置
に適用した場合について述べたが、本発明はこれに限らず、液晶表示装置等、種々のディ
スプレイ装置に広く適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明は、例えば有機ＥＬ素子によるフラットディスプレイ装置に適用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施例１に係るフラットディスプレイ装置の垂直駆動回路を示す接続図
である。
【図２】本発明の実施例１に係るフラットディスプレイ装置を示すブロック図である。
【図３】図１の垂直駆動回路におけるラッチ回路の動作の説明に供するタイムチャートで
ある。
【図４】図１の垂直駆動回路におけるラッチ回路の動作の説明に供する接続図である。
【図５】図４の続きの動作の説明に供する接続図である。
【図６】本発明の実施例２に係るフラットディスプレイ装置の垂直駆動回路を示す接続図
である。
【図７】本発明の実施例３に係るフラットディスプレイ装置の垂直駆動回路を示す接続図
である。
【図８】従来のフラットディスプレイ装置の垂直駆動回路に適用されるクロックドインバ
ータ回路を示す接続図である。
【図９】図８のクロックドインバータ回路の動作の説明に供するタイムチャートである。
【図１０】従来のフラットディスプレイ装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１、３１Ａ、３１Ｂ、４１Ａ、４１Ｂ、５１Ａ、５１Ｂ……ラッチ回路、２、３……ク
ロックドインバータ回路、４、３３、３３Ａ、３３Ｂ、３４、３４Ａ……インバータ回路
、１１、２１……フラットディスプレイ装置、１２、２２……画素部、１３、２５……ガ
ラス基板、１４Ａ、１４Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、４０Ａ、４０Ｂ、５０Ａ、５０Ｂ……垂直
駆動回路、１５、２４……水平駆動回路、２６……タイミングジェネレータ、３２……バ
ッファ回路、ＴＲ１～ＴＲ１２……トランジスタ
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